
平成２９年度 学校自己評価（アンケートの集計と考察）   長野県稲荷山養護学校 

 

１ 回収率 

 小学部 中学部 高等部 分教室 合  計 

保護者 人数 提出 ％ 人数 提出 ％ 人数 提出 ％ 人数 提出 ％ 人数 提出 ％ 

９８ ７７ ７９ ７３ ５８ ７９ ９３ ７７ ８３ １９ １１ ５８ ２８３ ２２３ ７９ 

職 員  １６９ １６５ ９８ 

 評価基準 A：そう思う B：だいたいそう思う C：あまりそう思わない D：そう思わない 

 

２ 項目ごとの保護者・職員間比較 

 

設問 1 職員は、生活年齢や障がい特性に配慮し、特別支援教育の専門性を生かした教育を行おうと努

力していると思いますか。 

 

設問 2 学校は、個別の指導計画を作成し、それに基づいて適切な指導、支援をしていると思いますか。 

  

職員・保護者共に A・B評価が９０％を超え、概ね良好の評価を得ている。自主研修会やグループ

研修、セミナーへの参加など特別支援教育に係る専門性の担保もさることながら、一人一人の子ども

の人権を大切にした呼称のあり方や強引な誘導等に疑問を呈する意見もある。教育者として、人とし

ての在り方についても問われていることを自覚しながら支援にあたりたい。 

  

 職員・保護者共に９０％以上の A・Bで概ね良好と受け取られる。しかしながら、教員の方の B評

価が７８％という結果は、改善の余地を含んだ「だいたい」と判断することができる。個別の指導計

画が実際の指導や支援に生かされていない、形骸化しているという指摘もある。各部の教育課程全て

と指導計画を全てリンクした学習活動を整えることは現実的には難しいと考え、重点を絞って職員間

や保護者と理解・支援・評価をしていきたい。 
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設問 3 学校は、前年度の学級や学部からの引き継ぎが適切になされ、連携した指導、支援を行ってい

ると思いますか。 

 

 

 

 

設問 4 学校は、家庭・地域・関係機関（市町村の福祉関係機関、支援センター、ハローワーク、医療

機関、児童相談所等）と有意義な連携を行っていると思いますか。 

 

 

 

  

子どもの支援に係る引き継ぎに課題を感じている保護者、職員がいる。特に支援の継続性・連続性

といった観点において、保護者からは、「担任が毎年かわって心配」「週毎の担任交代の引き継ぎが不

十分」、教員・保護者共通の意見として、「支援の引き継ぎが不適切」といった意見が寄せられている。 

日常的な子どもの情報交換や学年や部間を超えた子どもの情報や支援の引き継ぎなどシステムを

整えていく必要がある。 

  

職員は、A・B 評価をあわせると９０％以上に達している反面、保護者は７６％止まりである。保

護者の C・D 評価は２３％で、「支援会議の時間が短く内容が精査しきれない」という意見がある反

面、「支援会議の必要感を感じない」という意見もある。個々のニーズや連携の状況に合わせて参加者

個々が課題をつかんだり方向性を認識したりすることのできるような支援会議の運営が必要となっ

てくる。 
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設問 5 児童生徒は、学校生活を通してその子なりに基本的な生活習慣（あいさつ、身辺自立、性にか

んすること等）が育っていると思いますか。 

 

 

 

設問 6 学校や家庭における悩みなどを気軽に相談できる体制が整っていると思いますか。  

 

 

 

  

 職員・保護者共に A・B評価が 90％を超え良好な評価が得られている。しかしながら保護者の半数

職員の 68％が B 評価とあるように、確かな実感を持っての育ちとなっているかというと「だいたい」

という言葉の中に吸収されている部分も見逃せない。一人一人の個々の実態やニーズに照らし、具体

的にどの場面でどのような力が身についたのか説明責任が果たせるような学校でありたい。そして、 

保護者と成長具合を共感できるような支援につなげたい。 

 

  

 職員は、90％以上保護者の悩みを聴いていると評価しているが、保護者においては、80％にとどま

っている。10％の差の中には、「先生方は、忙しく悩みなど相談したら迷惑」「思ったことを話せない

保護者もいる」「職員間の人間関係が伝わってくるので話せない」などの指摘がある。懇談会や支援会

議などの公式な場だけでなく、日常的なコンタクトを図り、気軽に相談できる雰囲気を作ることで子

ども理解が更に進むと考えられる。そのことが、子どもへの支援や成長に寄与されて行くであろうと 

思われる。 
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設問 7 交流や宿泊行事、校外学習は、児童生徒の実施にあったものになっていると思いますか。 

 

 

 

設問 8 学習環境（学校の施設・設備、教室環境など）は、児童生徒にとって生活しやすいものになっ

ていると思いますか。  

 

 

  

 職員、保護者共に A・B評価が 90％近くにあることから概ね良好な行事となっていることがうかが

えるが、学年内の子どもの実態や行動様式の幅が多様になっていることもあり、全ての子どものニー

ズに合わせての計画がしにくくなっている現状もある。保護者からは、行事の際の形態食の提供が整

っている施設を希望する内容の記述もあった。来年度高等部においては、学年にこだわらず教育課程

に対応した修学旅行を試みる。児童生徒の実態と保護者のニーズとの関連を図りながら一人一人の子

どもたちにとって意味のある行事としていきたい。 

  

 本年度、各教室にエアコンが入り快適な学習環境が用意されてありがたい。C・D評価の 10％につ

いては、児童生徒の増加やニーズに合わせての教室不足、給食提供に係る課題等が挙げられている。 

また、本年度も約 90 名の児童生徒が保護者送迎で登下校しているが、送迎時の駐車場混雑にかかる

解消を望む声もある。レスパイトが増えている現状の中で対応策も考えなければならない。 
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設問 9 寄宿舎では、舎生にとって安心安全な環境を整えたり、暖かい支援が行われたりしていると思

いますか。 

 

 

設問 10 今年度、あなたのお子さんが体罰をされたということを見たり聞いたりしたことはあります

か。 

  

 昨年度は、保護者、職員とも C・D評価がなく、安心・安全が担保された環境作りの評価がなされ

ていたが、本年度は、保護者、職員共に C・D評価がされた。このことについては、舎生の怪我や服

薬ミスなどによる事案が連続したことが原因であると考察される。 

 事案を教訓として、舎生の介助の複数化や服薬のダブルチェックの在り方など再点検、見直しを行

い、舎生にとって快適で保護者に安心して託していただける寄宿舎運営を図っていきたい。 

  

 保護者も職員も 99％ないという評価であるが、体罰を疑ったり、つながりかねないと感じたりする

指摘もあることを重く受け止めたい。 

 職員からは「強い指導を感じる」「子どもを強制的に動かしている」「不必要に厳しい支援を感じる」 

という意見や児童生徒の呼称に関して「ちゃん呼び」が気になるなど、子どもを大切にした人権感覚

を磨く必要があるという意見もある。 

 チームで子どもの支援を支える学校として共通理解しながらの支援もさることながら、子どもへの

対応をチェックしあうことのできるような関係性も大切となってくる。そして、子どもたちの自己肯

定感が育まれるような学校体制を整えていきたい。 

※ 「ある」と答えた保護者・職員の内容については、身体的な関与に関わる事柄では無いものの、 

 上記の記述にあるように、体罰につながる可能性があるということを重く受け止め、支援にあたり

たい。 
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